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　　　　　ポジトロン・イメージングにおける鉛フ・
ルターによる散乱線の除去
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　一般に、ポジトロン・イメージングにおいて、同時

計数型ポジトロンカメラの検出効率は対向する2台の

検出器の各々の検出効率の積に比例するo各検出器の

検出効率を上げるために、結晶の厚さ、線源を見込む

同時計数の立体角を大きくすることが行なわれるoま

た、同じ目的で、エネルギーのデ・スクリミネーシ・

ン・レベルを下げて全エネルギー吸収ピークのみなら

ず、コンプトン領域も情報として使用できるようにす

ることも一方法である。

　しかし、コンプトン領域にある計数は被検体内の散

乱線によるものが大部分であり、511Kevr線の

検出器内の散乱による部分は約50％であるo従つて

　このままデ・スクリミネーシ・ン・レベルを下げる

と画質が低下する∩そのために、被検体内でのコンプ

トン散乱線を除去する必要がある。また、この除去に

よつて計数率特性を改善することができるo

　このような試みはMueh22ehner　1）らが、ガンマ

ー カメラ対向型のポジトロンカメラについて検討して

いるが、本報では、多結晶同時計数型のポジトロンカ

メラについての検討を行な・た。

　まず、散乱体として種々の厚さのルサイトを用い、

各々の場合について光電子増倍管出力の波高分布をと

り、全エネルギー吸収ピーク領域およびコンプトン散

乱領域の変化を調べたo次に、散乱体からの散乱線を

除くために、1mm厚の鉛板を散乱体と検出器の間に

挿入し、散乱線除去の効果を調べたoまた、同時にエ

ネルギーのデtスクリミネーシ・ン・レベルを変化さ

せた場合の検出効率向上の効果を調べたo

　全エネルギー吸収ピーク領域の全スベクトルに対す

る割合（フtト・フラクシ・ン）は、散乱体の無い場

合はo．5であるo散乱体の厚さを増していくとこの値

は減少し、中央に線源を置いた20　cm厚の散乱体の

場合は01となる。しかし、この散乱体と検出器の間

に1mm厚の鉛板を挿入することによbこの値を02
に改善することができる。また、この時のコンプトン

領域の計数率は、鉛板の挿人によつて約60％低減さ

せることができる。これは、有効計数率／無効計数率

比を大幅に改善することを示しているoなお、鉛とカ

ドミウムの併用フtルターについても検討を行なつた

りα　Mueh22ehner，　et　a2：IEEE　Trans．　Nuc2．　Scエ，

　NS－25　（1），　52B－55ろ　　1976．
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診断の試み　（開図形への応用）
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　われわれは、パター一ン認識理論を肝シンチグラムの

外形に適用して、閉図形の外形パターンの数値化を試

み報告したが、さらにこの理論を動態機能検査におけ

る曲線の如き2次元開図形へ応用し、開図形のパター

ンの数値化を試みた。対象としたのはレノグラムの曲

線で数値化による腎機能の判別の可能性を検討したの

で報告する。

（方法）

　単一図形を解析し、数値化するに当り図形を表現す

る数式を、ゲシユタルト心理学の分節を説明する為の

パターン認識理論により求めた。単一開図形を全曲率

関数であるパターン表現Z（s）で示すと　Z（s）＝w（s）e

Z　e（S）θ（8）：全曲率、S：弧長、　w（s）：図形の存在範囲

を示す指標

次にパタ・一ン表現Z（s）を単一開図形の全長Sにより規

格化し、フーリエ変換することによりパワースペクト

ルを求めることかできる。このスペクトルの分散にエ

ントロピー関数を適用してゲシユタルト量（G量）を

求めた。
　　G一ぷ・（w）・・9P（w）・・P㈲：パワ・’スペ・・ル

G量を、開図形の判別関数とした。演算は4K－FORT

RANを使用し、　HITAC　Iollで行つた。

（結果）

　レノグラムのパター一ンをG量で表現するに先立つて

町田のパターン分類にG量を適用した。各パターンの

G量は、正常’ （N）：3．348、遅延型（M2）：29θ2、閉塞

型（Ml）：2．825、無機能型（L）：3∫74である。以上

の結果より、無機能型は正常に近い値を示しているが

その他の障害はG量と相関がみられた。

　次ぎに、臨床例62例（124件）のレノグラムに
ついて、腎機能別のG量を求めると、機能障害とG量

の間に相関がみられた。

　結　語

　パターン認識理論をレノグラムの解析に適用し、G

量による開図形の分類が可能となつた。アナログパタ

ー ンを数値化し、分類する自動診断の確立のために有

用な方法と考えられる。開図形の数値化によリレノグ

ラムを客観的に把えることが可能となつた。
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